
 

 

 

 

 

●25 年 5 月号発行にあたって 

心地良い 5 月晴れの中、会員の皆様いかがお過ごしでしょうか？昨年度から再開いたしました支部

通信ですが、今年度は支部の活性化を目的に定期的に発行できればと考えております。本号は昨年度

の活動報告と会員様もご紹介をさせて頂きます。今年度、広報企画委員会は新たなメンバーとなり、

より一層活発な活動を行ってまいりますので、何卒、ご協力を宜しくお願い致します。 

（JSCA 北海道支部 広報企画委員会 編集委員長 岩渕） 

●山脇支部長より・・・ 

支部長を務めて間もなく 1 期 2 年となります。今年もイベントを通じて支部の活性化を図りつつ、

構造設計の楽しさを感じ、若手が交流しやすい場をつくりたいと思います。さて、今年のイベントに

ついて告知いたします。 

（5/20 第 1 回北海道技術発表会） 

賛助会員企業より技術発表を行います。対面・web 併用なので、技術研鑽・交流を図る良い機会な

ので、是非ご参加ください。 

（5/30 支部総会・講演会） 

総会は役員改編、規約改正を行います。「みんなで楽しく運営する支部活動」を目標に、副支部長

の複数化、各委員の増強などを目指します。講演会は武部建設の武部豊孝さんに木造施工、大工育成

など、厚浜木材加工協同組合の慶伊勝司さんに材木供給や施工のお話を頂く予定です。 

（7/12 けんちくこうぞうバスツアーin 帯広） 

帯広方面に足を延ばします。清水町バスシェルター、大地の匠でのランチ、丸十プレカット工場、

ばんえい競馬！など、今年も盛りだくさんの内容です。 

（★10/24-26 けんちくこうぞう展＠札幌市民プラザ） 

2020 年の 1 月以来、5 年ぶりに開催します。賛助会員会は新聞紙を巻いてフラードームを製作する

「まきまきドーム」の製作を開始しました。既に 2 月より若手からベテランまで、多くの方に参加い

ただいています。事業委員会からは「(仮称)ブリッジコンテスト」、総務委員会からは「(仮称)お菓子

の家づくりコンテスト」、技術委員会からは木仕口模型展示など。構造模型展示も行います。当日は

もちろん、各イベントを「支部全員参加」で盛り上がりましょう！ 

なお、今後、(仮称)青年部会では、現場見学会＆ランチ会等の開催も予定しています。会員の皆様

のご支援・ご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。 

                                   （支部長 山脇克彦） 

 

１．2024 年度の支部活動報告 

 2024 年度の主な活動についてご紹介します。 

1）支部総会（6/14） 

支部通常総会はホテル札幌ガーデンパレスにて

開催されました。支部総会および記念講演会には

会場に 51 名、Zoom 参加が 19 名で盛会に執り行

われました。記念講演は「構造デザインをめざし

て」と題し、JSCA 会員 多田侑二氏を講師にお招

きして構造を如何に具現化するか等、大変興味深

いお話しを伺いました。総会後の意見交換会とし

ては初めての試みとして立食パーティー形式とし、

会員および賛助会員相互がより密接に交流できる

ように取組を進めています。講演講師の多田氏も

交えて若手からベテランまでが大いに語らい合っ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

支部長挨拶の様子    意見交換立食パーティー 

designed by Y.Chida 



2）道内建築バスツアー 

すっかり恒例となりました道内建築バスツアー

も 24 年度で 4 回目となり、23 名の参加で空知地

域の木造建築を見学しました。長沼の馬追蒸留所、

夕張の“りすた”、レストランのサメオト、岩見沢

の North Farm Stock、南幌町の“はれっぱ”を構

造設計者である山脇支部長の解説付きで見学しま

した。昼食はカレーそばで有名な夕張「吉野家」

で勿論カレーそば、その後は夕張にご縁のある支

部長手配で夕張メロンを堪能しました。帰路はこ

れもすっかり恒例となる温泉でひとっ風呂！汗を

流してから家路につきました。 

 
夕張リスタ          南幌町はれっぱ 

3）構造設計交流会 2024（10/18） 

 24 年度は例年より少し早めの開催となりまし

た。会場も例年のテレビ塔会議室から道庁前の

TKP 札幌ビジネスセンター赤れんが前に変更し

ています。会員による作品や設計上の小ネタ、機

械工業会鉄骨部会から最近の鋼材市況や加工状況

および最新の鉄骨架構の話題提供等盛りだくさん

の発表があり、67 名が参加しています。例年大変

盛り上がる意見交換会では、これまた恒例？とな

りつつある支部長ご夫妻によるヒップホップダン

スの披露など盛り上がりに華を添えています。 

 

発表時の質疑応答      懇親会集合写真 

4）鉄骨造ワークショップフィールドセッション 

(工場見学)（11/15） 

機械工業会鉄骨部会との協働 WG から、(株)北

川組鉄工所様のご協力により工場見学（フィール

ドセッション）に 22 名が参加させていただきまし

た。見学内容は、工場全体のご案内に加え、代表

者によるトルシア形 HTB ボルトの締付け体験や

隅肉溶接の実演、さらに事前にいただいたご質問

へのご回答としてモックアップの展示も拝見いた

しました。溶接体験を間近で拝見した際、緑色の

光しか見えず、詳細がほとんど確認できなかった

ことに驚きました。後ほど体験された方にお話を

伺ったところ、「部材や溶接棒がまったく見えな

い」とのことで、改めて溶接作業の難しさを実感

いたしました。また、展示されていたさまざまな

部位のモックアップについては、「意匠設計者にも

ぜひ見てほしい」との声も上がっており、非常に

有意義な内容であったと感じています。 

最後に、このような貴重な体験の機会を設けて

くださった主催者の皆様に、心より御礼申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

北川組鉄工所様にて        溶接体験 

5）2024 講演会・新春交礼会（1/31） 

講師に木下洋介構造計画の木下洋介氏をお迎え

し「構造デザインがつなぐもの」と題してご講演

いただきました。講演会への参加は会場 63 名、

Zoom 参加 13 名でした。24 年度の講演会は会場を

変え、支部事務局がある設計会館（北 6 条西 6 丁

目）8 階会議室での開催となりました。木下氏の

各地での作品を題材に構造デザインの役割や思考

についてお話しを伺っており、質疑では設計上の

取り組み方や技術的な背景など深い質問もあり木

下氏からご回答いただいています。 

引き続く新春交礼会は設計会館近くにあるイタ

リアンバル「ミアボッカ」で 70 名の参加により開

催されました。これも新しい取り組みの一環とし

て、ホテルを会場とした意見交換や懇親の場だけ

でなく多様な可能性を探っています。会場のキャ

パシティに対して大勢のご参加がありギリギリの

空間で大盛会となりました。会員以外の若手技術

者の参加もあり、若手とベテランが融合する良い

機会となっています。 

 

 

 

 

 

 

     講演会の様子       大盛況の新春交礼会 
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２．入会会員のご紹介 

 昨年の支部通信から、過年度に入会された会

員・賛助会員の皆さまをご紹介しています。既に

イベント等で顔を合わせているかもしれませんが、

今後の皆さまとの交流に期待しお知らせします。 

（正会員） 

・藤田 進さん（竹中工務店） 

・田邊 巨樹さん（田辺構造設計） 

・佐々木 大輔さん（久米設計） 

・山口 春樹さん（久米設計） 

（一般会員） 

・田中 勤一さん（一寸房） 

・岩田 明仁さん（ノース設計） 

（学生会員） 

・DONG AORAN さん（北海道大学） 

・藤田 七星さん（北海道大学） 

（賛助会員） 

・(株)山脇克彦建築構造設計 

・大和ランテック(株)東日本支社 北日本営業所 

 
３．その他･････ 

北海道支部では活動の活性化にむけて、支部長

からのお知らせにあるとおり様々な取り組みを始

めています。誰かが担うだけでなく、皆さんで少

しずつ協力しながら、楽しく活動して構造設計者

としての認知度と業務実績を向上させましょう！ 

各委員会活動の他、その他取り組みについて紹

介します。 

 

・（仮称）青年部会 

・賛助会員部会 

賛助会員リフレッシュ座談会議 

まきまきドーム委員会 

・けんちくこうぞう展準備委員会 

・木造フリートーク 

・鉄骨協働 WG（機械工業会鉄骨部会との協働） 

          ※支部活動活性化委員会 

 

 

○トピックス・その他広報 

 支部のホームページを見ようと google や yahoo！で検索すると 

「日本スイミングクラブ協会北海道支部（JSCA）」が最上位に表示 

されます。惜しくも「一般社団法人日本建築構造技術者協会 北海 

道支部（JSCA）」はその次の表示です。22 年に支部ホームページ 

を刷新しており、今後は更に情報発信に活用して参ります。 

また委員長より、今年度はタイムリーで発信力がある”Instagram” 

の活用も提案されており、会員の皆さんに情報提供をしてゆきたい 

と考えております。 

今年は 5 年振りに「けんちくこうぞう展」の開催が計画されてお 

り、会員のみならず広く一般の方々へも”建築の構造”をアピール 

して行きたいと思います。 

★【支部総会】本年度の支部総会は 5 月 30 日（金）の予定です。 

       会場は例年と異なり「設計会館 8 階会議室（北 6 条西 6 丁目）」の予定です。 

 

●編集後記（発行挨拶） 

5 月に入り北海道も気持ちのいい季節になってきました。JSCA 北海道は 10 月のけんちくこうぞう展

に向けて着々と準備を進めているところです。そんな中、広報企画委員会は委員の若返りと私の個人的

な事情もあり、6 月から新体制になることになりました。新委員長および委員のみなさま、よろしくお

願いいたします。一期のみの委員長でしたが、支部通信の発行も再開でき、ご協力ありがとうございま

した。新体制によりパワーアップする広報企画委員会に今後ともご協力をお願いいたします。 

（JSCA 北海道支部 広報企画委員長 山城） 

※支部長 
直轄活動 


